
平成23年度予算額
(千円)(a)

平成22年度予算額
(千円)(b)

対平成22年度比
(a)/(b)

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

①　預託金預り収入 下記（１）の預託台数に下記（２）の平均単価及び下記（３）の装備率を乗じて算出。

再資源化等預託金預り収入 50,732,875 54,679,532 93% （１）預託台数
（＝期間中に自動車所有者が預託する 平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)
再資源化等預託金の合計額） 新車購入時預託 446万台 480万台 93%

引取時預託（注） 24万台 33万台 73%
合計 470万台 513万台 92%
（注）内後付預託台数

平成23年度予算(a)12万台 平成22年度予算(b)21万台 (a)/(b)57%

※平成23年度予算の新車購入時預託の台数は、一般社団法人日本自動車工業会が平成22年12月に発表した平成23暦年自動車国内需要見通しを参考に設定。
※平成23年度予算の引取時預託の台数は、平成22年度引取時預託の台数実績の傾向値を基に設定。

（２）平均単価（エアバッグ類・エアコン未装備車を除いたもの）
平成23年度予算 平成22年度予算

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均単価
(A)+(B)

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均単価
(A)+(B)

ＡＳＲ 6,660円 5,780円 6,640円 6,620円 5,860円 6,600円
エアバッグ類 2,500円 2,220円 2,500円 2,550円 2,110円 2,540円
フロン類 2,050円 2,110円 2,050円 2,050円 2,100円 2,060円
合計 11,210円 10,110円 11,190円 11,220円 10,070円 11,200円

※平成23年度予算の平均単価は平成22年度預託実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成22年4月から平成23年1月までの平均単価実績
新車時預託

(A)
引取時預託

(B)
合計平均単価

(A)+(B)
ＡＳＲ 6,690円 5,780円 6,670円
エアバッグ類 2,500円 2,150円 2,500円
フロン類 2,060円 2,120円 2,060円
合計 11,250円 10,050円 11,230円

（３）装備率
平成23年度予算 平成22年度予算

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均装備率
(A)+(B)

新車時預託
(A)

引取時預託
(B)

合計平均装備率
(A)+(B)

エアバッグ類 97% 30% 95% 97% 30% 95%
フロン類 99% 30% 98% 99% 31% 98%

※平成23年度予算の装備率は平成22年度預託実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成22年4月から平成23年1月までの装備率実績
新車時預託

(A)
引取時預託

(B)
合計平均装備率

(A)+(B)
エアバッグ類 97% 30% 95%
フロン類 99% 33% 98%

再資源化等預託金預り収入は、預託されてから資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、入金額とは一致しない。

情報管理預託金預り収入 1,053,400 1,131,600 93% （１）預託台数
（＝期間中に自動車所有者が預託する 平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)
情報管理預託金の合計額） 新車購入時預託 446万台 480万台 93%

引取時預託 12万台 12万台 100%
合計 458万台 492万台 93%

（２）情報管理預託金1台当たり（主務大臣が認可したもの）
230円

情報管理預託金預り収入は、預託されてから資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、入金額とは一致しない。

預託金預り収入計 51,786,275 55,811,132 93% 平成23年度予算：新車購入時・引取時別の預託金預り収入の内訳

新車購入時預託 50,656,823千円

引取時預託 1,129,452千円

合計 51,786,275千円

②　特定資産運用収入 平成23年度の年間保有債券平均残高及び年間利回りを下記のとおり想定して算出。

再資源化預託金等特定資産運用収入 11,423,336 11,176,099 102% 平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)
（＝期間中に再資源化預託金等の運用 想定年間保有債券平均残高 8,276億円 8,089億円 102%
で得られる収入の合計額） 想定年間利回り 1.38% 1.38%

※ 平成23年度予算の想定年間保有債券平均残高は、平成22年度末保有債券残高を8,215億円、平成23年度債券満期償還額を798億円、平成23年度新規債券取得額を965億円、
平成23年度末保有債券残高8,382億円と想定して算出。

※ 平成23年度予算の想定年間利回りは、平成22年度以前取得債券の利回りを1.38%、平成23年度新規取得債券の利回りを1.29%と想定して算出。

平成２３年度　再資源化預託金等特別会計収支予算書（案）の説明書

収支予算書上の科目 内容説明

資料３－３
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平成23年度予算額
(千円)(a)

平成22年度予算額
(千円)(b)

対平成22年度比
(a)/(b)

２．事業活動支出

①　預託金払渡支出 引取業者引取台数の想定
平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)

引取業者引取台数 345万台 395万台 87%
※平成23年度予算の引取業者引取台数は平成22年度後半の引取業者引取実績の傾向値を考慮し設定。

再資源化等預託金払渡支出 30,818,939 36,355,453 85% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出。
（＝期間中に自動車製造業者等から払
渡請求される再資源化等預託金の合計 （１）払渡台数 引取業者引取台数におけるエアバッグ類・フロン類の装備率想定
額） 平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)

ＡＳＲ 336万台 395万台 85%
エアバッグ類 188万台 229万台 82% エアバッグ類 56% 59% 51%
フロン類 283万台 346万台 82% フロン類 85% 87% 83%
※引取業者引取から払渡までに要する期間をASR：２ヶ月、エアバッグ類：１ヶ月、フロン類：３ヶ月と想定。

（２）平均単価
平成23年度予算 平成22年度予算 （参考）平成22年4月から平成23年2月までの平均単価実績

ＡＳＲ 6,210円 6,200円 ＡＳＲ 6,190円
エアバッグ類 2,160円 2,030円 エアバッグ類 2,070円
フロン類 2,090円 2,090円 フロン類 2,090円

※平成23年度予算の払渡台数及び平均単価は平成22年度払渡実績の傾向値を基に設定。

（３）平成23年度予算：品目別の再資源化等預託金払渡支出の内訳

ＡＳＲ 20,848,800千円
エアバッグ類 4,068,714千円
フロン類 5,901,425千円
合計 30,818,939千円

情報管理預託金払渡支出 544,000 705,771 77% 下記（１）の払渡台数に下記（２）の単価を乗じて算出。
（＝期間中に情報管理センターから払渡
請求される情報管理預託金の合計額） （１）払渡台数

平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)
払渡台数 340万台 395万台 86%
※引取業者引取から払渡までに要する期間を１ヶ月と想定。

（２）情報管理預託金1台当たり単価（主務大臣が認可したもの）

払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率 払渡台数 払渡台数比率
130円 238万台 70% 203万台 51% 267万台 71%
230円 102万台 30% 192万台 49% 110万台 29%

※平成23年度予算の払渡台数は平成22年度までの払渡実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成22年4月から平成23年2月までの払渡台数比率実績
単価 払渡台数 払渡台数比率

130円 188万台 52%
230円 171万台 48%

未払再資源化預託金等利息支払支出 1,873,237 1,703,089 110% 上記ＡＳＲ・エアバッグ類・フロン類・情報管理預託金の払渡平均単価に預託年度に応じた下記利率を乗じて算出。
（＝期間中に自動車製造業者等から払渡 ※平成22年度以前に預託された自動車の預託金払渡について利息が付される。
請求される再資源化預託金等に付する利 平成16年度利率 0.004% （参考）平成23年度予算の内訳
息の合計額） 平成17年度利率 0.380% 1,843,021千円

平成18年度利率 0.835% 30,216千円
平成19年度利率 1.132% 1,873,237千円
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度想定利率(注) 1.345%

(注)平成22年度想定利率
平成22年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：111億円）を平成22年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,268億円）
で除して得た率。

預託金払渡支出計 33,236,176 38,764,313 86%

単価
平成23年度予算 平成22年度予算

平成23年度予算

収支予算書上の科目 内容説明

平成17年度以前預託自動車の払渡し
平成18年度以降預託自動車の払渡し

平成17年度以前預託自動車の払渡し
平成18年度以降預託自動車の払渡し

平成22年度予算
平成22年度

4月～1月実績

再資源化等預託金払渡支出に付す利息支払支出
情報管理預託金払渡支出に付す利息支払支出
合計

平成21年度実績
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②　預託金輸出返還支出

再資源化預託金等輸出返還支出 10,677,384 8,892,793 120% 下記（１）の返還台数に下記（２）の平均単価を乗じて算出。
（＝期間中に自動車所有者から返還請
求される再資源化預託金等の合計額） （１）輸出返還台数

平成23年度予算(a) 平成22年度予算(b) (a)/(b)
輸出返還台数 96万台 80万台 120%

（参考）平成21年4月から平成22年12月までの輸出返還台数実績
4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 合計

平成21年度 22万台 17万台 19万台 20万台 78万台
平成22年度 22万台 23万台 24万台 － 69万台

（２）平均単価
平成23年度予算 平成22年度予算

平均単価 11,120円 11,120円

※平成23年度予算の輸出返還台数及び平均単価は平成22年度輸出返還実績の傾向値を基に設定。

（参考）平成22年4月から平成23年1月までの平均単価実績
平均単価 11,130円

未払再資源化預託金等利息支払支出 619,005 414,889 149% 上記輸出返還平均単価に預託年度に応じた下記想定利率を乗じて算出。
（＝期間中に自動車所有者から返還請求 ※平成22年度以前に預託された自動車の預託金輸出返還について利息が付される。
される再資源化預託金等に付する利息の 平成16年度利率 0.004%
合計額） 平成17年度利率 0.380%

平成18年度利率 0.835%
平成19年度利率 1.132%
平成20年度利率 1.248%
平成21年度利率 1.304%
平成22年度想定利率(注) 1.345%

(注)平成22年度想定利率
平成22年度に再資源化預託金等を運用して得た運用利益金（想定額：111億円）を平成22年度末における再資源化預託金等の総額及び運用利益金の残高（想定額：8,268億円）
で除して得た率。

預託金輸出返還支出計 11,296,389 9,307,682 121%

③　他会計への繰入金支出 1,297,500 263,815 492% 平成23年度に資金管理法人（700,000千円）、指定再資源化機関（97,500千円）及び情報管理センター（500,000千円）へ出えん等を行うために承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ
（＝期間中に承認・認可済特定再資源化 繰入れる特定再資源化預託金等の額。資料３－４、３－７、３－８参照。
預託金等特別会計へ繰入れる特定再資
源化預託金等の合計額）

平成23年度予算額
(千円)(a)

平成22年度予算額
(千円)(b)

対平成22年度比
(a)/(b)

内容説明

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

①　特定資産取崩収入 下記（１）～（４）を合計して算出。
（１）自動車製造業者等へ再資源化預託金等・利息を払渡すため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 332億円 （注）

再資源化預託金等特定資産取崩収入 45,868,050 48,312,031 95% （２）自動車所有者へ再資源化預託金等・利息を返還するため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 113億円 （注）
（＝期間中に預託金払渡支出等に充てる （３）承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計へ特定再資源化預託金等を繰入れるため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 13.0億円 （注）
ために実際に出金する額の合計額） （４）債券取得時に経過利息を支払うため、資金管理法人が出金する額（取崩す特定資産の額） 0.5億円

（注） （１）（２）（３）が、資料４－２「平成23年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成23年度の新規運用額の見通し」における「預託金払渡支出」「預託金輸出返還支出」
「他会計への繰入金支出」の支出額となる。

２．投資活動支出

①　特定資産取得支出 下記（１）（２）を合計して算出。
（１）再資源化預託金等の入金額：自動車所有者が預託した再資源化預託金等のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 507億円 （注１）

再資源化預託金等特定資産組入支出 62,071,991 67,825,129 92% （２）運用収入の入金額：再資源化預託金等の運用で得られる収入のうち、資金管理法人に入金される額（取得する特定資産の額） 114億円 （注２）
（＝期間中に預託された再資源化預託金等及
び再資源化預託金等を運用して得た運用収入 （注１） 平成23年度の再資源化預託金等の入金額が、資料４－２「平成23年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成23年度の新規運用額の見通し」における「新車購入時預託」
のうち実際に資金管理法人に入金される額の 「引取時預託」の収入額となる。
合計額） （注２） 平成23年度の運用収入の入金額が、資料４－２「平成23年度再資源化預託金等運用計画（案）」の「１．平成23年度の新規運用額の見通し」における「運用収入」の収入額となる。

（注３） 預託等から資金管理法人に入金されるまでには一定の期間を要するため、金額は「預託金預り収入」「特定資産運用収入」とは一致しない。

平成23年度予算額
(千円)(a)

平成22年度予算額
(千円)(b)

対平成22年度比
(a)/(b)

内容説明

前期繰越収支差額 6,949,635 6,792,210 102% 平成22年度に預託された再資源化預託金等及び発生した運用収入のうち、平成23年度に資金管理法人が入金を受ける額。
（＝前年度までの収入合計と支出合計の差額） ※平成23年度予算における前期繰越収支差額は、実績見込みにより算出している。

次期繰越収支差額 8,125,239 5,930,533 137% 平成23年度に預託された再資源化預託金等及び発生した運用収入のうち、平成24年度に資金管理法人が入金を受ける額。
（＝当年度までの収入合計と支出合計の差額）

収支予算書上の科目

収支予算書上の科目
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